
 

 １学期も残すところ今週のみとなりました。暑い日が続いていますが体調を崩してはいません

か？本校生の中では、暑さや脱水により頭痛や吐き気などの症状を訴える人が多くなっています。    

夏の暑さを乗り越えるためにも熱中症予防に心がけて体調管理を行い、夏休み明けを元気に迎えら

れるようにしましょう！  

☆熱中症とは 

  人間は体温調節機能を持っています。高い気温や湿度、スポーツなどによって体温が上昇すると、 

皮膚血管を広げたり、汗をかいたりして、異常な体温上昇を抑え、体温を一定範囲内に保とうとし 

ます。しかし、熱の産生と放散のバランスが崩れると、脱水症状や塩分の欠乏、高体温を引き起こし、

体温調節機能自体が破たんしてしまう障害が生じます。これを熱中症といいます。 

 

正常時                    熱中症 

・汗をかいて体温を下げ、           ・体温がぐんぐん上がり、 

体温が一定に                 放散できずにこもる。 

保たれている。 

 

 

☆こんな日は熱中症に注意 

 暑さが本格化する前の時期は、体が暑さに慣れていないので、それほど高い気温でなくても、熱 

中症を発症することがあります。 

  また湿度が高いときや風がない室内などでも、汗は気化しづらく熱中症になることがあります 

 

 

 

 

 

     高温・多湿の時       風がないとき        急に暑くなったとき 

☆水分補給のポイント ～のどが渇いたと感じてからの水分補給では遅い！！！～ 

 

 

 

 

 

     水や麦茶          こまめに飲む          塩分をとる 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中の 

登校日は・・・ 

８月１日（月）です。 

元気に会えることを 

楽しみにしています♪ 


